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大立竪坑（国指定史跡・国重要文化財）
明治10（1877）年にドイツ人技師の指導により
完成した日本初の西洋式竪坑。この鉄製のやぐ
らは、昭和13（1938）年頃からの金の増産体制
時に建設された。

北沢浮遊選鉱場（国指定史跡）
シックナーと同時期に、隣接して建設された。
最大で月間７万トンの鉱石を処理し、当時「東
洋一」と言われた。

50メートルシックナー（国指定史跡）
直径5 0mの鉄筋コンクリート製で昭和13
（1938）年頃からの金の増産体制時に建設され
た。泥状の鉱物を鉱物と水に分離する施設。

石切場（国指定史跡）
上臼の石材を切り出した石切り場の吹上海岸
石切場と下臼の石材供給の片辺・鹿野浦海岸
石切場が海岸の岩場に遺跡として残っている。

やわらぎ（鉱山に関わる伝統芸能）
金銀山の鉱山開発により島内の生活は豊かに
なり、各地で能や人形芝居などが行われた。鉱
山従事者から生まれた「やわらぎ」は、鉱山の
繁栄と坑内労働の無事を祈り、鉱石を砕く様子
を表現した奇祭として、当時の鉱夫の姿を今に
に伝えています。

鐘楼（国指定史跡）
時報を鐘でついて知らせた木造の鐘楼が、代
官所と海を背景に佇んでいる。通り沿いには、
レンガ作りの塀が往時の繁栄を物語る。

道遊坑（国指定史跡・国重要文化財）
明治32（1899）年、「道遊脈」の開発を目的に開
削された主要運搬坑道。今でもトロッコのレー
ルが残っている。

佐渡奉行所跡（国指定史跡）
慶長9（1604）年、奉行の大久保長安によって相
川の町が整備され、奉行所は佐渡の鉱山経営
と行政の中心的役割を担った。18世紀半ばか
らは、鉱石を選別、製錬するする選鉱施設（寄
勝場よせせりば）も増設した。

鉱山臼（うす）
相川の鉱石はとても硬いため、鉱石を粉砕する
ための鉱山臼が必要不可欠でした。鉱山臼は鉱
石を効率的に磨りつぶすために適した上、下異
なる石を使っています。今は、石垣などに再利用
されて往時の鉱山開発の痕跡を留めている。

大間港
鉱石や石炭などを搬出するために築港され、明
治25（1892）年に完成した。石灰を用いた、たた
き工法護岸と1.2ｔクレーンの台座やレンガ倉庫
が現存する。

鉱山町の町並み
奉行所と金山を結ぶ江戸時代の繁華街跡。往
時には京都や大坂の呉服商たちの店が軒を連
ね、３階建ての家もあったという。

北沢火力発電所
（佐渡金山近代写真展示館）（国指定史跡）
明治41（1908）年に完成した石炭火力発電所。
500kwのスチームタービン１基が設置され製鉱
場が蒸気機関から電動機に代わった。昭和初
期の大増産期には1800kwに増強された。

道遊の割戸（国指定史跡）
慶長６（1601）年、相川金銀山発見の端緒となった大鉱脈「道遊脈」の採掘跡、江戸時代
には主に地表部の採掘が行われたが、明治以降も下部で大規模な開発が行われた。
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